
障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの

聞において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律の概要

項 目 結行日 内 寄

-陣がい者制度改革推進本郎等におげる検討を踏ま

① 趣 国Eヨ 平成22年12月10日
えて陣害保健福祉施策を見直すまでの聞における

障害者等の地埴生活支援のための法政Eであるこ

とを明記

② 障害者の範囲の見直し 平成22年12月10日
-発達聞害が障害者自立支援法の対象と依る亡とを

明確化

-グループホーム'ケアホーム利用の際の助成を骨J

③ 
地i曜における自立した

平成田年四月1日
殴

生活のための支援の充実 -重U度の視覚障害者の移働を支躍するサ ピスの車J
陵 (聞ラ援援.個別給付化)

-刺用者負担についても応能負担在原則に

④ 利用者負担の見直し 平成24年4月1日 -障害福祉サ ピスと術装具の利用者負担を合算し

負担を軽減

-相訟支彊体制の強化
(市町村に基紺醐支援センヲーをlil:i!!l'， r自立支援田植
会』を法律上位置付け、地域移行支握‘地域定着支揮の

⑤ 相談支援の充実 平成田年4月1日 個別給付化)

-支給決定プロセスの見直し(サービス等利用計画

案を勧案) ザーピス等利用計画作成の対象者の大

咽な結大

-児童福祉法を基本として身近芯地援での支躍を充

実〔陣書種別等で分かれτいる施置の一元化、遇
所サ ビスの実胞主体を都道府県か5市町村へ移行)

⑥ 障害児支援の強化 平成田年4月1日 -放謀後等デイザーピス・保育所等訪問支握の副霞

-在園期閣のE長措置の見直レ
(l臼歳以上の入所者については‘院害者自立支援法で対
応するよう見直し.その際、現[C入所している者が退所

させ5れることの毎いようにする.)

(' )児童デイサービスに係る刑周年齢の特例 平成22年12月10日施行

(川1リ川)日「一酌…及即悶ぴ咽適E正配に…鵬 ) 

そ由他
(3 )灘病の者等に対する支援 ・陣害者等に対する移動支握についての検討

(4 )成年後見制度事周支鑓事業の必須事業化

(5 )車業者の業務篭理体制の費備

(6 )精神科救急医療体制同箆備等

社会福祉法人全国社会福祉協議会

〒100.89聞東京都千代図区置が関3-3-2 新置が関ピル

TEL.03-35B1-9511 FAX.03-3581-4666 
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障害者自立支援法

|障害者自立支援法問
総合的な自立支援システムの全体像は、
自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています

面画E

|障害者が地域で安心して暮5せる
社会の実現をめざします

はじめに

障書者

自立支健法の

ポイント

2 

.~ø言語時間日・| 習練等給付
・自立百l闘

・就労移行主鑑

・就労継続支援

・共同色百握助(ヲループホ-ω

障害保健福祉施策I~，平成15草度かBノーマライゼーシヨン由理意に

基づいて導入古れた宣援費制度によ口、充実が図5れました。
しかし、次のような問題点力 i~~摘されていました。

a:身体障害知的障害・精神障害(発達障害を富む)といった障害

種別己とに縦割Dでサービスが提供芭れてお口、施設事業体認

がわかりにくく使いにくい己と

介護給付
・居宅介護(ホームヘルプ)

・重度訪問介護

・同行援護

・行動援聾

・重度障害者等包括支援

・児童デイサビス

・短期入所(ショ トステイ)

・瞳聾介聾

・生活介謹

・施設入所支援

・共同生舌介聾(ケアホーム)

③サービス由提供体制b可て十台な地方自治体も書く、必要とする人々

すべてにサービス力可守古届いてい草い(地方自治体間白格差が大

苦い〕こと

(j)支援費制度における固と地方自治体白費用負担白lレールでは、増

え続げるサービス利用のため由財源を確保するととが困難である

こと

こうした制度上回課題を解決するとともに、障害白ある人々が刺用で

きるサービスを充実し、いっそう由推進を図るために、障害者自立支援

法が制定古れました。

自立支援医療

・更生匡瞳
・育成匡療減

・精神通院医療‘
議案蝿主体It都道府県等

国空

d障害由種別(身体障害ー知的障害精神障害[発達障害を吉む))にP
かわsO'，障害のある人々が必要とするサービスを利用で古るよう、
サービスを利用するための仕組みを一元化し、施設・事業を再編

相設支援
コミュニケーション宣撮

日常生活用具由給付立は貸与
移動支援

地場活動車揮センター

福祉ホーム
その他回目常生活又は社会生高支援

事障害白ある人々に、身近な市町村が責任をもって一元的にサーピ

スを提供

d白
③サービスを利用する人々もサービス由利用置と所得に応じた負担在

行うとともに、固と地方自治体が責任者もって費用負担者行うこと

をルーJレ化して財屈を確保し、必要なザーピスを計画的に充実

! 尊附の高i、欄握 一…が必時一 一 材育成正 i
l 直面画 l 
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福祉サービスの新体系

廿ーピスI乱個々回障害のある人々の障害程度や勘案すべき事項(社会活動や介護者、居

住尊白状冗)をふまえ、個別に支給決定が行われる『陣膏掴祉"ttーピスJと、市町村田創意
工夫により、利用者町方々の状況に応じて柔軟 に実施で苦る『地域生活支援事業Jに大別古
れます。

「障害掴祉サービス」は、介護の支援を受ける場合には「介聾給付」、訓練等の支援を霊け

る場合は「訓練等給付JIこ位置付け5れ、それぞれ、利用の際のプロセスが異なります。
サ ピスlこ'"期間のあるものと期限わ芯いも叫がありますが、有期四であっても必援に応じて支給 支定の更新(延

長) ，.一定温度可能と広O~す.

-個枇ザービスに係る自立支援給付軍事の体潔

旧サービス ) し」と2
居宅升醤 (l!tームヘル7】

..  筒聞升冨

同行・-

f喧勘据置

..  陣ーー寄包錨草揖

児置デイザービス

掴畑λ舟tショートステイ}

'聾介富

生活升園

田・・宜纏掴置での置圃ケア害t施盤λ府軍圃9

共同島百糧庁ア"'-~)

自立副帽[機鴛園田事 ・生活調嫌}

蹴!IIIJ行茸盟

眠時継続宜湿(A型=雇用lI!.B型}

発同盟白百・IIJ(グJ~-7l!t-~)

'勘茸.

抽蝿J冒勘宜掴センター

~ 

自宅で.入浴‘'"せつ食事の介護等を行います

2雇度の肢体不自白酒で常に分割置を必要とする人に、自宅で入浴
鋒ゼつ.盆事の介慮舛出崎におItる移動支鍾鉱どを総合鈎に相い
ます

w軍隊書により.移動 ζ著しい圏胞を有する人こ 38[<:必要館情
報の'"供(fUl代鹿を"C)穆砲の軍進蓄の外出支緩を行います

自己明断機力が制限されている人1円ラ勤するときに 危険を回選す
るた俗こ必要広支銭外出支援を行い，..，.

1>11の必慣性がとても買い人に 磨宅介箆等後数のサービスを包鼠
的己"います A 

陣曹兜 ζ、日常生活におlフる釜本的"動作の指導、 集団生1きへの適 量
応酬腺号制ラいます 輯

自宅で介護する人が病気の場居合鉱どに 短期間 夜間も含め飽段で
入治排せつ、食・の介健等を行います

密療と常時介首長老必要とする人に、医策局聞で機能訓晴、療養上の
管理看瞳介.. 11及び日常盆舌の世話町古し1ます

常こ介贋を必曹とする人に盛岡、;入浴、排ぜっ食事の介護等を
仔うとともに‘風作的J2i1助又，.盤底活動の機会を提供します

施回に入所する人に、夜間や休臼‘ス浴、続ゼコ、食事の介護零を
行い，.す

護側や休日、共同生活を行う住腐を.入浴、緋せつ、食事の介護等
を符います

自立した日常生活叉ほ社会霊長置がでをるよう 定期間 身体倣能

又，.生活''''岬向上のた@に'"憂".... を行います

雌縫等ヘ叫腕組問人10 四 間醐に必要忽珊 ~! 
忍び能力の陶.bのた@に必璽"倒授を行い.... 哩

11 
ー般企覇権等でのit労が箇簸忽人に 働く喝を提供するとともに 知
機及び能力問向上のために必要悠町線径行います

夜調や休日 共同生活を行う住居で e箆藁やB常生活上の鑑助を行
います

地
域
主
革
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{詮)夜中の !身J1: r身惨陣膏省J.r姐J"r知的障寄者".1.r珊J隠l精神揖書者」凹J隠清書鬼Jのことです.

-日中活動と住まい由場由組み合わせ

入所飽置のザーピスを‘昼のサービス{臼中活動事業)

と夜のザーピス(居住支援事業]に分げる己とにより、ザ

ーピスの組み合わぜを選択できます.

"撲を利瑚する棟に降、利用者人一人の個別支盛計

闘が作成され.利周目的にか怠ったサービスが提供され

ます.

例えIt、混在、身体栂寄者療盤施置を利用している、常
時介贋が必要to:1i(d:、日中活動事業の生活介謹事績と施
世入所支j援を組み合わぜて利用することができます.地

01生活に移行した揖合でも、臼中，.生活介聾事業を利用
しmけることが可能です.

-見直し後， 
日中活動の喝

以下伽ら1"いし復数の事業を選択

聞配干毒議

生J苛T護

自立却輔咽能銅線生活訓練)

就労移行主聾

就符鋸鵬 主握(M巴=雇鰯型 B型的

地減i百劃宜握センター地敏生活支援書院議)

調時僚俊介由貿目こついて"医療拠鳴〈の入院と信者コせて実施

+ 
住まいの場

圃輯班施I!!Ql帽臥所茸橿 1 
l1:1~ 

「」
握
吋
念
-
ア
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6 

地域生活支援事業

障害のある人が、その有する能力や適性に応じ自立した日常生活又は社会生活を嘗む己と

ができるよう、住民に最も身近な市町村在中心として以下の事業在実施します。

市町村及び都道府県I乱地域で生活する障害白ある人のニーズを踏まえ、地域由実情に応

じた柔軟な事業形態で由実施が可能となるよう、自治体の創意工夫によ口事業の詳細を決定

し、効率的効果的な取り組みを行います。

1;J;お、対象者、利用料砿ど事業内容の詳細については、最寄りの市町村又1<1:都道府県窓口

にお尋ねくだ古い。

市町村事業

-・・・・・・・・・圃量E・睡量・・・・圃・・E罵，
障害崎る人 その保護者介護者砿ど山相談に叫 | 

相談支援事業
11 必要制聞は出等や柳腕酷のために必要忽援助制すいますs
また 自立王握協説会を設置し、池袋町相談支揖体制やネ

ットワ クの構築を行凶ます。 I I 

聴覚 言語融能、 音声機能視覚等の障害のため璽思踊

コミュニケーション
11回一

支援事業 介するために、手話通訳や霊的軍記、点、訳等を行う者の派

出などを行います。

日常生活用具給付等 |重度時 四る人等に対レ一主盟問一 11
事業 用具の拍吋立l志賀与を行います固

移動支援事業
屋外での移動出困難忽陣置のある人について、外出のため

の支援を行いますe

一人が通い…豆時

会との支局白坦進等白便宮夜回ります.

市町村白判断lこより 自立した日常生活)(1志社会む苫を宮

その他の事業
むために必要な事業を行いますロ

11 倒福祉ホーム事草、笥間入泊サービス事輩、日中一時宜
握事業、社会参加哩遣事業等

都道府県事業

|lZ222Z量 11発達障害問機能障害問門性の高岬こついて相誌に応口必要忽情報提供等を行し、ます，

I I 
広域的拡支援事業 11都師四支援体聞 記

町広王l!1が必要な事業を行います.

11 その他の事業

都道府県間判断により、 自立した日常生活又は社会生活を

営むために必要な事業を行います.

例福祉ホム事業.情報室握等事業、障害者IT掛古推遺

(研修事聾を宮む) 事業、社会参加促進事業等

I! また、 サービス提供者、指導者などへの研修事業等を行い

ます。

f-1 1 ~~ 
1F 

21 
1F『」豆
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利用の手続き
※陣酎皇Il!Ii>甘と1:
陣奮程a区分と降、陣省者に対する介護給付の必要度を表す6段階の区分{区分1-6区分Sの万が
必要虚が高い}です.1)陸路付の必要度に応じて適切与ザ ピス奪l聞ができるよう、羽入<!:n~した.

陣書奮の特性老踏まえた判定が暗われるよう、介護保慢の要介置".，..車項目 (79項目〉に、倒理や

買い物がでをる.'どう台、"どの凶DLに関する項目 (7項目}、多勤やこだpOtJ，:ど行動陣曹に関する項目
(9珊自)、思が容と~5tø:い忽ど精神面 ζ 関する項目 (11 項目)の計 27項目を加えtt106項目の間査

を行い、市町村審査会での総合的"判定を踏まえて市町村が認定レます.

.~鎗決定までのi荒れ
陣害者白禍祉ザーピス白必要性を総合的に判定するため 宣給吏定白告白階において.

1陣醤叫駒糊(障酷度酎)1 
[社会，甜や介贋者、間主等叫況 ) 

[サービス由利用意向 ) 

[訓練就労に閲する肝価軒町彊 ) 

そのよで、宣車宮司定在行います。

個別支樋

計画

0・・・'. ・

一定期間，'1ーピスを利用し‘

|@四川利用窓息の聞 | 

|申ザーピス岨励。白かを臨 |

確Eができたら、評価項目にそった
おー人お一人の個別茸揖計画を作且

し、その結果をふまえ本主結束定が

行われます

+ 
審査会の

意見聴取

令

訓練・就労

軒価項目

勘案事項

調査 時

豆亙亙: ザーピスの

就労 利用意向の

旦盟旦 聴取".宣ι 怖田村〕
居住 ...... 

はど

(市町村}

二次判定 」
(膏童会 ~鍾ト

(介謹給付を希望す碍合 〕

障害程度 --'0.
区分の ー守
一次判定

{市町村}

利
用
申
請

相談

申し込み

〔官 〕

Co楠嗣寸時留する喝合〕

制民間行鍾副の利用申罰障の場含'" 別に両日ヲ"喧アセスメント粛によるアセスメン

ド"'，ラいます.ただい 身体介磁を伴わ忽い場合同率 心身の状況に関する

ID6項目のア包スメント陣曾程度区分の 次判定三次判定 (膏童会)及

び陣書提度区分の'"主'"行わ鉱いものとします.
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障害者の利用者負担利用者負担の仕組みと改善策

日月ととの利用者負担には上限があります
利用者負担は現在、サービス量 とi'1iI尋に着目した負担の仕組 み (1割の定率負担と所得

に応じた負担上限月額由設定)となっています 。

定 率負担、実費負担のそれぞれに、低所得の方に配慮 した軽減策が講じ5れτいます。 -障害徳祉サ ピスの定率負担母、所得に応じて次の4"分の負担よ限月額がE量定され、ひと月10利用したザービス量にがかわら

? それ以ょの負担は生じません。

世 '"人U監修で陶畜溢磁浮袋1省医絡V縄食 時晴ね3田万門以下の世帯が
ヌ，.と芯ります

(這" 収入h 概!t;! 6DO:万円払下の世宇野"対象とえJD :t~目

(注臼)λJ/ift認事'.問者120舗はよ)クルフ^ムケアホム利局者以 前
町村民移組忠治世絵の場合 「ー股"とtJ:D:J:T

区分 往事官の収入状況 負担上限月叙

生活保議 生j~保護豆給世稽 ロ円

低所得 市町村民税非課税世帯地" 0門

市町村民説朝見世帯(所得割16万円(注目来満)
ー綾 1 間入所"置利用者(2011以よL クループ市ーム 9.3ロロ円

ケアホーーム"問蓄を障をます0.主".

一 般 2 上記以外 37.200円

圃利用者負担に関する配慮錯置

入期施島市官緒
白oo甜

ホームへルブ

利用者

入所施霞利用者|グループホーム li.!I所施設(事鍵)
(20!it以上ケアホーム利用者 | 利用者

i 

-所得を判断する際の世智の範囲は、次のとおりです.

陣寄のある方とその配偶者

保健蓄の属~る住民喜本台績での世移

世帯の策凶種別

18鏡以上の陣容者
ωを般に入所する18.19趨を除く)
障害児
(施"に入所する18.19緩を含む)

困医疲型入所施設や療護介護を利用する題詣、医疲費と食費の減免があります

.~:記長劃施世にA 所する方や療餐介置を手u周する方は従前の福祉部分定率負担相当額と医痔費、 食事

療養費を合算して、上限額を設Eします.

(20~以上の入所者の甥含)

・低所得Hの方ほ 少，.くとも 25.000円が手元に残るように 孝11用者負担額が減免されます.

[例I重症b身障害児時誼利用者何噌寝袋費緬位22.9万円、 医.41.4万四 障害基礎年金1級受桔者{年金月翻B2.508聞の場合

E"町.，，，，Y..iii1irtM世間』官三苧吾川与~f.;，~;辺I~剛附伝ヨ・

減免額負担鎖

協定収入額 (82，508門)

..~・
手元に残る額

司咽

医療費節分利用者負担額

(24.600円)

様1 そメの世 潤
(工次のい.刊とも読当レ芯い" 己5.0凹円
.陣警準優年盆1級支給者80-64i誌の方 oe縫以よで量虚心鬼陽配点担"入断書 g張費介震を刷用する方…28.000伺
肺叫閉 ，口町

問 削よ以抑制の1剖とH
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日 利用者負担の負担よ限月額設定(酎尋問即

殺陣割加胤抽酎'4ページ"四レてあ悼す.

医療型個別減免

j i ト !
回 高額障害福祉サー ビス費〔聞での所開削負担上限)

! 片町 ; 
i/ 担 こよる j 

i 加問時宜彊A剖
!¥事 業雇用劃のIl

j 沼里!/

回 生活果護への移行防止(負担よ隈額を下げる)

/
t

、
定
率
負
担

食事療費負担額

(14.880円)

福祉a部分定志負担相当額(礎的
(22，900円)

その他生活費制1)

(28.00C円)

食費や居住費につ
いて除実費負担で

すが 適所締E
(事幾)を利用レ
た場合!こlふ固の
軽滞措置が受げら
れます.
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費
・
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水
費
等

固補踊付
{食費 光熱水費
負担を減免)

回補E給付
(家賃負担を腫灘)
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